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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラントを準備完了にするコストを見積もるための準備完了見積りエンジンであって、
　モデル属性を有する１つ以上の準備完了モデルを保存するように構成されたプラント運
転準備完了モデルデータベースと、
　項目属性を有する準備完了項目を備える１つ以上の準備完了チェックリストを保存する
ように構成された準備完了チェックリストデータベースと、
　前記プラント運転準備完了モデルデータベースおよび準備完了チェックリストデータベ
ースと通信可能に結合された準備完了分析エンジンであって、
　　プラントに関連したプラント属性を受信し、
　　前記プラント属性を前記項目属性と比較することによって、前記準備完了チェックリ
ストデータベース内にあり、前記プラントの運転を開始する前提条件である準備完了項目
の組を有する準備完了チェックリストを特定し、
　　前記プラント属性に基づいて、前記モデルデータベース内にある少なくとも１つの該
当準備完了モデルを特定し、
　　前記少なくとも１つの該当準備完了モデルを前記該当準備完了項目に適用することに
よって、準備完了コスト見積りを作成する、
　ように構成された準備完了分析エンジンと、
　前記分析エンジンに結合され、前記準備完了コスト見積りを提示するように構成された
見積りインターフェースと、
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　を備える、エンジン。
【請求項２】
　前記準備完了分析エンジンは、チェックリスト項目に適用される先行－後出論理を介し
て、該当準備完了項目を特定するようにさらに構成される請求項１に記載のエンジン。
【請求項３】
　前記準備完了分析エンジンは、前記準備完了項目に基づいて準備完了プランを作成する
ようにさらに構成される請求項１に記載のエンジン。
【請求項４】
　前記準備完了分析エンジンは、コスト測定基準に対して前記準備完了プランを最適化す
るようにさらに構成される請求項３に記載のエンジン。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの準備完了モデルは、準備完了プランのシミュレーションを備える
請求項３に記載のエンジン。
【請求項６】
　少なくとも１つの該当準備完了モデルは、前記プラントの建設前に確立されたアプリオ
リモデルを備える請求項１に記載のエンジン。
【請求項７】
　前記準備完了分析エンジンは、複数の確立された準備完了モデルから前記少なくとも１
つのプラント準備完了モデルを選択するようにさらに構成される請求項６に記載のエンジ
ン。
【請求項８】
　前記準備完了分析エンジンは、固有装置および重複装置のうちの少なくとも１つの種類
を含む装置種類に従って、該当準備完了項目を特定するようにさらに構成される請求項１
に記載のエンジン。
【請求項９】
　前記プラント準備完了モデルは、前記装置種類に対応するように調整される請求項８に
記載のエンジン。
【請求項１０】
　前記準備完了コスト見積りは、前記該当チェックリスト項目に従ってコストを項目化し
たものを備える請求項１に記載のエンジン。
【請求項１１】
　前記準備完了コスト見積りは、コスト種類に従ってコストを項目化したものを備える請
求項１に記載のエンジン。
【請求項１２】
　前記準備完了コスト見積りは、金銭コスト、時間コスト、労働コスト、および装置台数
のうち少なくとも２つのコスト種類を含む、互いに異なるコスト種類を備える請求項１に
記載のエンジン。
【請求項１３】
　１つ以上の前記準備完了チェックリストは、前記プラントの建設の局面において準備完
了シナリオと関連している請求項１に記載のエンジン。
【請求項１４】
　前記準備完了分析エンジンは、さらに、適切な準備完了項目を特定するために、前記準
備完了チェックリストから不適当なチェックリスト項目を除外する請求項１に記載のエン
ジン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、生産施設計画技術である。
【０００２】
　本願は、２０１０年１月８日出願の整理番号６１／２９３２６０米国仮出願の優先権を
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主張するものである。ここで議論されるこれらおよび他の非本質的な内容はその全体が参
考として本明細書で援用される。援用された参考文献における用語の定義または使用法が
本明細書に記載の用語の定義と相容れないまたはそれに反する場合には、本明細書に記載
の用語の定義を適用するものとし、文献における用語の定義は適用しない。
【背景技術】
【０００３】
　一般的に「プラント」と称される生産施設を建設するには、膨大な量の計画（ｐｌａｎ
ｎｉｎｇ）を行うこととなる。設計調達建設管理（Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｐｒｏｃｕ
ｒｅｍｅｎｔ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ，Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ：ＥＰＣＭ）企業は
、プラントを建設するために提供され得るプロジェクトプランニング技術に熟達している
。しかしながら、プラントを物理的に設計および建設することは、新規の生産プラントを
所有者に引き渡すのに必要な活動の一部のみを表している。この他にも、プラントを所有
者に引き渡す際にあまり評価されていないが重要性を増している側面には、所有者がプラ
ントを所有、コミッショニング、開始、制御、管理、または運転できるよう、所有者に追
加の活動を完了させる「準備を整えさせる（ｒｅａｄｙｉｎｇ）」ことが含まれる。
【０００４】
　最悪の場合、新規のプラント所有者は、プラントを建設するＥＰＣＭ企業の努力とは別
に、自身で数限りない準備完了（ｒｅａｄｉｎｅｓｓ）要件をこなす必要がある。残念な
がら、多くの新規のプラント所有者は、不慣れな領域にいると感じ、基本的な準備完了要
件さえも決める術を持たない。例えば、新規所有者が、準備完了要件には必要な職員数、
必要な訓練、雇用要件、スペアパーツおよびロジスティックス、サプライチェーン管理、
装置リスト、ＩＴシステム、知識移転、安全順守、保守管理要件、または、適切に考慮し
なければプラントの運転効率に対して深刻な影響を与えうる他のあまり知られていない要
件を決定することも含まれ得るということを理解していない場合もある。新規所有者は、
プラントの準備を整えるためには、準備完了要件および見積りコスト（例えば、金銭、時
間、労働、装置など）に対するよりよい見識が必要である。見積りコストは、所有者がプ
ラントの設計、開発、または建設についてどのように予算を組んでそれを推し進めるかに
ついて、よりよい決定をする際の手助けとなる。
【０００５】
　場合によっては、所有者に対して、建設会社が準備完了要件という苦境を乗り越える手
助けを行うこともできる。残念ながら、新規プラントに関する準備完了要件は、プロジェ
クト毎の基準で手作業により特注でまとめあげるものであり、結果、非常に幅の広い、不
正確な準備完了コスト見積となる。このような取り組みは非効率的であり、時間がかかる
。従来の取り組みは、施設のコンピュータベースのモデルを構築することに向けられてき
た。
【０００６】
　興味深いことに、これまでの取り組みの多くは、建設プロジェクトの完成のためのコス
トを見積もることだけに集中している。例えば、Ｂｕｒｎｓ等の１９９１年５月１４日出
願の米国特許第５，１８９，６０６号“Ｔｏｔａｌｌｙ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｏｎ
ｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　Ｃｏｓｔ　Ｅｓｔｉｍａｔｉｎｇ，　Ａｎａｌｙｓｉｓ，　ａｎｄ
　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ”は、９００種類超の空軍施設に関連した情報を活
用する建設コスト作成器を開示している。それでも、Ｂｕｒｎｓは、施設の所有者を準備
完了にするための準備完了コストの見積りを考慮していない。
【０００７】
　Ｗｅｉｄｌ等の２００４年５月１４日出願の米国特許公開第２００５／００１５２１７
号公報“Ａｎａｌｙｚｉｎｇ　Ｅｖｅｎｔｓ”は、完成後に施設を分析することに焦点が
当てられている。Ｗｅｉｄｌは、紙処理プラントの運転をモデル化して、生じうる問題の
原因をルート原因分析により判断する分析器機構を記載している。Ｗｅｉｄｌはモードを
活用しているものの、所有者がプラントを運転した後に運転中となった後の施設を分析し
ようとしているに過ぎず、所有者をプラントに対して準備完了にする、またはプロジェク
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トの他のフェーズに対して所有者を準備完了にするという見識を提供するものではない。
【０００８】
　建設をモデル化するためにコンピュータを使用するさらに他の例には、Ｃｈａｉｓｕｐ
ａｒａｓｍｉｋｕｌの２００７年４月６日出願の米国特許公開第２００８／０２４９７５
６号公報“Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｎｇ　Ｃ
ｏｍｐｕｔｅｒ　Ａｉｄｅｄ　Ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｓｉｍｕｌａｔｉ
ｏｎ”が含まれる。Ｃｈａｉｓｕｐａｒａｓｍｉｋｕｌは、電子建設プランを使用したエ
ネルギー効率分析の作成を記載している。
【０００９】
　上記の参考文献は、コンピュータモデリングがプロジェクト自体の計画に使用可能であ
ることを示している。しかしながら、これら及び他の既知の参照文献は、新規プラント所
有者が自身のプラントの運転開始を準備するまたは準備を整えるという側面を理解してこ
なかった。さらに理解しなければならないのは、準備完了要件は、あるプロジェクトから
別のプロジェクトおよび／または異なる業界にまたがって利用可能であるということであ
る。例えば、準備完了要件に関する情報は、数多くの異なるプロジェクトに渡る包括的な
「チェックリスト」にまとめることができる。新規プラントを建築する場合、新規プラン
トの所有者に対して準備を整えさせることに関するチェックリストから該当する項目を特
定する際に、準備完了分析エンジンを使用することができる。そして、このエンジンを使
用する内容領域専門家（Ｓｕｂｊｅｃｔ Ｍａｔｔｅｒ Ｅｘｐｅｒｔ：ＳＭＥ）が、１つ
以上の準備完了モデルを参照して、特定された準備完了項目またはその属性を準備完了モ
デルに組み込むことによって、所有者に対して準備を整えさせるためのコストを見積もる
ことができる。作成された準備完了コスト見積りは、過去の経験を利用することによって
、さらに正確なものとなろう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許第５，１８９，６０６号公報
【特許文献２】米国特許公開第２００５／００１５２１７号公報
【特許文献３】米国特許公開第２００８／０２４９７５６号公開公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　よって、運転準備完了コストを見積もるシステムおよび方法に対する要求が依然として
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の主題は、プラントの運転準備完了コストを見積もることができる装置、システ
ムおよび方法を提供する。例えば、準備完了分析エンジンは、おそらくは建設要件、運転
手法開発コスト、保守管理装置、またはプラントに関連した他の属性を含むプラント属性
を組み込んでいる１つ以上の準備完了モデルを分析するように構成され得る。分析エンジ
ンは、準備完了項目（例えば、タスク、装置、訓練、認可、適合性、職員雇用等）を備え
る準備完了チェックリストにアクセスすることができる。入力されたプラント属性に基づ
き、分析エンジンを使用するＳＭＥは、該当する準備完了項目（例えば、装置、活動、タ
スク、職員等）をチェックリスト、おそらくは包括的な準備完了チェックリストから特定
して、どの項目が所有者に対して準備を整えさせるのに必要となるかを判断することがで
きる。チェックリストの項目は、どの項目が互いに関連しているかを示す先行－後出論理
に基づいてリンク付けされ得る。その後、分析エンジンは、該当する準備完了モデルを該
当するチェックリスト項目に適用して、準備完了コスト見積りを作成することができる。
コスト見積りは、コスト見積りレポートを提示するための見積りインターフェースを構成
することによって、新規のプラント所有者へ提示することができる。
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【００１３】
　本発明の主題の様々な目的、特徴、側面、および利点は、添付の図面と共に以下の好ま
しい実施形態の詳細な説明からいっそう明らかになるであろう。図中、同様の数字は同様
の構成要素を表す。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】準備完了見積りエンジンの概略図である。
【図２】準備完了チェックリストデータベースの例を示す図である。
【図３】準備完了モデルデータベースの例を示す図である。
【図４】準備完了コスト見積りを作成するための方法の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　なお、以下の説明はコンピュータ／サーバベースの準備完了見積りエンジンに向けられ
ているが、様々な代替構成も適していると思われ、サーバ、インターフェース、システム
、データベース、エンジン、コントローラ、または個々にまたは集合的に動作する他の種
類のコンピューティング装置を含む様々なコンピューティング装置を使用してもよい。コ
ンピューティング装置は、具体的で一時的でないコンピュータ読み取り可能な記憶媒体（
例えば、ハードドライブ、固体ドライブ、ＲＡＭ、フラッシュ、ＲＯＭなど）上に保存さ
れたソフトウェア命令を実行するように構成されたプロセッサを備えるものと理解すべき
である。ソフトウェア命令は、好ましくは、開示された装置に対して、役割、任務、また
は後述するような他の機能を提供するようにコンピューティング装置を構成する。特に好
ましい実施形態において、様々なサーバ、システム、データベース、またはインターフェ
ースは、おそらくはＨＴＴＰ、ＨＴＴＰＳ、ＡＥＳ、公開－秘密鍵交換、ウェブサービス
ＡＰＩ、周知の金融取引プロトコル、または他の電子情報交換方法に基づいて、標準プロ
トコルまたはアルゴリズムを使用してデータ交換する。データ交換は、好ましくは、パケ
ット交換ネットワーク、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮ、ＶＰＮ、または他の種類のパ
ケット交換ネットワーク上で行われる。
【００１６】
　開示された技術は、プラントを運転準備完了にする処理を通じて新規のプラント所有者
を導くことができるインフラストラクチャを提供することを含む、数多くの有利な技術効
果を提供することを理解すべきである。
【００１７】
　本明細書において用いられるように、そして文脈に反しない限り、「結合された（ｃｏ
ｕｐｌｅｄ　ｔｏ）」という用語は、直接結合（互いに結合される２つの要素が互いに接
触する）および間接結合（少なくとも１つの追加の要素が２つの要素間にある）の両方を
含むものと意図される。したがって、「結合された（ｃｏｕｐｌｅｄ　ｔｏ）」および「
結合された（ｃｏｕｐｌｅｄ　ｗｉｔｈ）」という用語は同義語として使用される。
【００１８】
　新規プラントを設計または建設する準備のための計画局面におけるビジネスは、新規の
施設を開始および運転する前に数千のタスクを完了する必要があることが多い。新規プラ
ントの所有者は、プロジェクト予算内でこの仕事を完了させるコストを計上すべきである
。以下の開示は、新規のプラントまたは生産プラントについて運転準備完了に備える活動
を完了させるコスト（例えば、労働、時間、材料、金銭、装置、ツールなど）を見積もる
ための処理または知識ベースモデルについて論じている。見積もられた「コスト」は、金
銭上のコスト、時間コスト、装置コスト、人材コスト、工具コスト、アプリケーションソ
フトウェアプログラムコスト、または他の種類の資源費用を含みうることに注意すべきで
ある。
【００１９】
　図１において、準備見積り完了エンジン１００を使用して、新規プラント所有者に対す
る準備完了コスト見積りまたは準備完了プランを作成することができる。準備完了見積り
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エンジン１００は、内部ネットワーク上で通信可能に互いに結合された個々のコンポーネ
ントのシステムとみなすことができる。ある実施形態においては、準備完了見積りエンジ
ン１００は、プラントの建設完了に従事したＥＰＭＣ会社によって新規プラント所有者に
対するサービスとして提供される。
【００２０】
　準備完了見積りエンジン１００は、準備完了チェックリストデータベース１２０と、準
備完了モデルデータベース１３０と、分析エンジン１１０と、ユーザインターフェース１
５５と、見積りインターフェース１６５とを含み得る。ローカルユーザ（例えば、内容領
域専門家（ＳＭＥ）１５０、遠隔ユーザ（例えば、所有者１６０）は、ネットワーク１１
５（例えば、ＷＡＮ、ＬＡＮ、インターネット等）上でユーザインターフェース１５５ま
たは見積りインターフェース１６５を介して準備完了見積りエンジン１００にアクセスす
ることができる。１人以上のＳＭＥ１５０、すなわち他のユーザが、実際のプラント建設
に関する情報を示すプラント属性１４０を入力する。分析エンジン１１０は、プラント属
性１４０を使用して、チェックリストデータベース１２０に保存された１つ以上の該当す
る準備完了チェックリスト、またはモデルデータベース１３０に保存された１つ以上の該
当する準備完了モデルを選択することができる。適切なチェックリストまたはモデルがそ
のプラント建設に該当するとみなされると、分析エンジン１１０は、選択された該当モデ
ルを、選択されたチェックリスト内にある該当項目に適用して、準備完了コスト見積りを
作成することができる。
【００２１】
　プラント属性１４０は、実際のプラント建設の側面を反映するデータを表しており、数
多くの異なる形式を取り得る。プラント属性１４０は、数字、文字列、データ構造、また
は他の種類のデータオブジェクトを含むさまざまなデータオブジェクトとして保存される
ことができる。プラント属性１４０は、単一の値のパラメータまたは多値のパラメータで
あってもよい。多値のパラメータの例としては、（名称，値）ペアが挙げられる。ここで
、名称は属性が参照され得る（例えば、「温度」、「圧力」等）モニカ（ｍｏｎｉｋｅｒ
）を表し、値は属性の特定のデータを表す。ある実施形態においては、多値の属性は、プ
ラント構成要素または他の資産に関連した情報のＮタプル（ｔｕｐｌｅ）を含み得る。
【００２２】
　プラント属性１４０は、プラント建設のすべての局面から、またはプラント建設に関連
したすべてのスケールからの情報を有し得る。例えば、プラント属性１４０は、開始、設
計、工学、建設、運転、管理、コミッショニング、ディコミッショニングから、または寿
命末期までを通してのプラントの寿命サイクルの段階に関連したデータを含み得る。さら
に、プラント属性１４０は、構成要素レベル（例えば、ボルト、バルブ、ポンプ等）から
プロジェクトレベル（例えば、現場、所有者、ＥＰＭＣ会社等）までのデータを含み得る
。スケールレベルの例としては、資産レベル、構成要素レベル、プラントレベル、現場レ
ベル（例えば、地理、場所等）、管轄レベル（例えば、市、州、地域、国等）、または他
のレベルが挙げられる。
【００２３】
　プラント属性１４０は、所望により、組織構造に整理することができる。より好ましい
実施形態において、プラント属性１４０に対して、標準化されかつプロジェクトに依存し
ない名前空間に従った名称および値を割り当てることができる。名前空間は、１つ以上の
望ましいスキーマに基づいて組織することができる。ある実施形態においては、名前空間
は、一般的なプラント建設プロジェクトテンプレートに従って階層的に組織することがで
きる。プラント属性１４０がシステムに入力されると、テンプレートは、特定のプラント
建設用に具体化され得る。
【００２４】
　プラント属性１４０は、所望により、自動的に取得され得る。ある実施形態においては
、分析エンジン１１０は１つ以上のエンジニアリングモデリングツールと通信可能に結合
し得る。例えば、分析エンジン１１０は、ＳｍａｒｔＰｌａｎｔ（商標）または他のツー
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ルからプラント設計属性１４０を取得するように構成され得よう。分析エンジン１１０は
、モデル化されたプラントのツール固有表記を、準備完了見積りエンジン１００の標準化
された名前空間に変換することができる。
【００２５】
　チェックリストデータベース１２０は、プラント建設に関連した１つ以上の準備完了チ
ェックリストを保存するように構成されたデータベースを表す。準備完了チェックリスト
は、建設プロジェクトの異なる局面における異なる準備完了の場合に関連するような、数
多くの異なる種類のものがあり得る。例えば、チェックリストは、設計準備完了、エンジ
ニアリング準備完了、建設準備完了、運転準備完了、または単に新規プラント所有者への
引渡し準備完了に関連付けられ得る。特に好ましいチェックリストは、建設プロジェクト
の全局面をカバーする包括的チェックリストを備え、包括的チェックリストは、プラント
所有者に対してプラント建設の新局面へ移行する準備が整うようにするために有用と考え
られる最適な実務上の行為または項目を表し、プラントの所有権の取得を含んでいる。
【００２６】
　チェックリストデータベース１２０内に保存されたチェックリストは、プラント所有者
に対して特定のプラント建設の準備が整うようにすることに関連しても関連しなくてもよ
いような準備完了項目を備える。準備完了項目は、装置、タスク、職員、イベント、また
は所有者が準備完了となるのに必要とされるような他の種類の項目を含み得る。各項目は
、プラント建設の準備完了に項目がどのように関係するかを記述する属性も備え得る。項
目属性は、おそらくはプラント属性１４０について使用したのと同じ名前空間に従って、
プロジェクトに依存しないデータとして保存することもできる。
【００２７】
　同様に、モデルデータベース１３０は、１つ以上の準備完了モデルを保存するデータベ
ースを表す。準備完了モデルは、既知のチェックリスト項目およびプラント属性１４０を
コスト見積りに変換するように構成される１つ以上のモジュールを含み得る。準備完了モ
デルの例としては、スプレッドシート、ソフトウェアシミュレーション、モンテカルロア
プリケーション、またはデジタルモデルの他の種類が挙げられる。モデルデータベース１
３０に保存された準備完了モデルは、チェックリストデータベース１２０に対して上述し
たようなプラント建設の全局面における様々な種類の準備完了に対応するように構成され
得る。加えて、準備完了モデルは、建設プロジェクトに依存しないとされ、１つ以上の異
なる建設プロジェクトに適用可能である。モデルは、システム内の他のデータオブジェク
トと同様、プラント属性１４０、チェックリスト属性、項目属性、または他のオブジェク
ト属性と同様の名前空間内に当てはまる、１つ以上の割り当てられたモデル属性を含み得
る。
【００２８】
　ＳＭＥ１５０、すなわち他の権限を有するユーザがプラント属性１４０を入力すると、
分析エンジン１１０は、セレクタ１４５を使用して、チェックリストデータベース１２０
からのどのチェックリストが現在検討中のプラント建設に該当するとみなされるかを判断
することができる。該当チェックリストは、セレクタ１４５を介して、プラント属性１４
０を当該チェックリストに関連した属性と比較することにより、特定することができる。
この比較が選択規則を満足すれば、チェックリストは該当すると見なされる。例えば、プ
ラント属性１４０が、プラント建設はほとんど完成しており、かつ、最終の準備完了活動
または項目の一式が保証されていると見なされることを示しているという理由で、セレク
タ１４５が、包括的準備完了チェックリストは該当すると特定することもあろう。
【００２９】
　なお、該当チェックリストが、プラント建設に該当しない準備完了項目を有する場合も
あろうことに注意すべきである。セレクタ１４５は、該当しないチェックリスト項目をフ
ィルタリングする；検討中のプラント建設に該当すると特定された準備完了項目を残して
おく、ことによって、プロジェクト固有のチェックリストを構築することができる。
【００３０】
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　どのチェックリスト項目がプラント建設に該当するかをセレクタ１４５が特定するのと
同様に、セレクタ１４５は、モデルデータベース１３０に格納されたどのモデルが検討中
のプラント建設について該当する準備完了モデルと見なされるかを判断することもできる
。セレクタ１４５は、同様に、プラント属性１４０を、モデルに割り当てられた属性に対
して比較することができる。この比較がモデル選択規則を満たせば、モデルは該当すると
見なされる。
【００３１】
　該当準備完了項目および該当モデルが特定または選択されると、モデラ１３５は、該当
モデルを準備完了項目に適用して、準備完了コスト見積りを作成することができる。例え
ば、該当項目は、プラント属性１４０から取得された実際の値を追加したデータフィール
ドを有する固有チェックリストの一部であり得る。該当項目は該当モデルに挿入されるか
、またはそうでなければ入力され、その後、モデラ１３５によって実行されて結果を作成
することができる。該当モデルは、スプレッドシートのように単純なものであってもよい
し、１つ以上の一連のモンテカルロアプリケーションのように複雑なものであってもよい
。
【００３２】
　モデルの複雑性には関係なく、モデラ１３５は、１つ以上の準備完了コスト見積り１６
７を作成することができ、見積りインターフェース１６５を介して準備完了コスト見積り
１６７を所有者１６０に提示することができる。準備完了コスト見積り１６７は、分析エ
ンジン１１０のユーザ（例えば、所有者１６０、ＳＭＥ１５０等）によって選択または所
望された１つ以上のコスト見積りを備えることができる。準備完了コスト見積りの例とし
ては、異なる種類のコストが含まれ、金銭コスト、時間量、装置台数、職員数、材料量、
または他の量が含まれる。
【００３３】
　見積りインターフェース１６５は、所望により異なる手法に従って準備完了コスト見積
り１６７を提示するように構成され得る。ある実施形態においては、見積りインターフェ
ース１６５が、所有者１６０に対してローカルなウェブページを描画して準備完了コスト
見積り１６７をウェブページ、おそらくはスプレッドシートまたは他の種類のレポートと
して提示することができるウェブサーバーとして動作し得る。見積りインターフェース１
６５は、所有者１６０が対話型準備完了コスト見積り１６７と対話できるようなアプリケ
ーションインターフェースとして動作することも可能であろう。例えば、見積りインター
フェース１６５は、ユーザコントロールを提示して、所有者１６０が準備完了シミュレー
ションまたはモンテカロルアプリケーションのパラメータを調節し、モデル変更のパラメ
ータが変化するにつれ準備完了コスト見積り１６７がどのように変化するかを判断すると
いった、モデラ１３５の動作を調節することができる。
【００３４】
　より完璧な例として、所有者１６０がプラント設計開発の早期段階にある場合を考える
。所有者１６０は、建設を開始する準備完了を判断するために、設計に関連したプラント
属性１４０を調節することができよう。所有者１６０は、管轄プラント属性１４０を変更
して、プラント設計の新規の管轄への移行に基づいて準備完了コスト見積り１６７が変化
するかどうかをみることができよう。
【００３５】
　分析エンジン１１０は、複数の別個のプロジェクトに関して、複数のユーザが同時に使
用可能であることを理解すべきである。例えば、プラント属性１４０の第１のインスタン
スは、第１の特定のプラント建設プロジェクトに関連付けることができ、プラント属性１
４０の第２の別個のインスタントは、全く異なる第２のプラント建設プロジェクトに関連
付けることができる。実際、各プラント建設オブジェクトは、異なる所有者１６０を有し
てもよいだろう。複数の異なるプロジェクトを支援するために、チェックリストデータベ
ース１２０およびモデルデータベース１３０は、プロジェクトに依存しないフォーマット
で各データオブジェクトを保存するように構成され得る。
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【００３６】
　図２において、チェックリストデータベース２２０は、１つ以上のチェックリスト２２
５を保存し、それぞれは、１つ以上の準備完了チェックリスト項目２２７を有する。チェ
ックリスト２２５は、例えば、新規プラント所有者が所有権を得る準備が完了しているか
など、局面における成果物に関して所有者が準備完了しているかを判断する場合に有用と
見なされるチェックリスト項目２２７を編集したものを示す。また、この編集物は、複数
の過去のプロジェクトに渡って学んだ教えを表し、様々な既知の最良の実務をカバーする
とみなし得る。
【００３７】
　より好ましい実施形態において、チェックリスト２２５は、別個の管理可能なオブジェ
クトと見なされる。各チェックリスト２２５は、対応するチェックリスト２２５の性質を
記述する１つ以上のチェックリスト属性２２６を含み得る。チェックリスト属性２２６は
、名称、識別子、チェックリストの種類、該当する管轄、該当する所有者、チェックリス
トレベルのモデリングパラメータ、またはチェックリスト２２５に割り当てられた他の種
類の属性を含む、幅広い情報をカバーすることができる。チェックリスト２２５は、チェ
ックリスト属性２２６を介してチェックリスト２２５上で動作するように構築された１つ
以上のクエリをおそらくは送ることで、チェックリスト２２５を必要に応じてアクセス、
検索、または更新することができる。例えば、「中国」管轄チェックリスト属性２２６を
有する準備完了チェックリスト２２５すべてを検索することができよう。さらに、先に述
べたように、チェックリスト属性２２６は、システム内の他のオブジェクトと容易に比較
できるように、標準化または正規化された名前空間に準拠することもできる。
【００３８】
　各準備完了チェックリスト２２５は、１つ以上の準備完了チェックリスト項目２２７を
含み得る。準備完了チェックリスト項目２２７は、準備が完了したと見なされ得る前に十
分な状態であるとみなされるべき項目に対応している。例えば、準備完了項目２２７は、
装置１台を含むこともあろう。当該特定の装置の準備が整っている（例えば、適切な場所
に、割り当てられた、または訓練された適切な職員を有するなど）と、十分な状態である
とみなされるであろう。準備完了項目２２７は、チェックリスト２２５を調査する際に必
ずしも十分な状態である必要はないことを心に留めておくべきである。なぜならば、建設
プロジェクトがいまだ進行中だからである。
【００３９】
　チェックリスト２２５の準備完了項目２２７は、１つ以上の準備完了項目２２７がその
プロジェクトに該当し、他の項目は当該プロジェクトに該当しないとみなされる、特定の
プラント建設プロジェクトに対して包括的に該当する場合があろう。プロジェクトのプラ
ント属性をチェックリスト属性２２６または項目属性２２９と比較することによって、そ
のプロジェクトに該当準備完了項目２２７が該当すると特定することができる。
【００４０】
　準備完了項目２２７は、数多くの異なる種類の項目を含み得る。項目の例としては、装
置、職員、文書化、タスク、またはプロジェクト局面にとって適切な所有者準備完了を確
保するための他の種類の要件が挙げられる。各項目属性２２９は、その対応項目２２７を
記述する情報量を提供する。項目属性２２９の例としては、名称、識別子（例えば、ＵＵ
ＩＤ、ＧＵＩＤ等）、種類、項目に対する関連コスト、資産レベル情報、該当する管轄、
所有者、モデリングパラメータ、または他の種類の属性が挙げられる。また、システム内
の他のオブジェクトと同様に、項目属性２２９は、共通の名前空間に従っている。
【００４１】
　２つの特に好ましい項目属性２２９は、先行項目リンクと、後出項目リンクとを備える
。これらのリンクは、おそらくは他のチェックリスト２２５内の、他の項目２２７との関
係を示す。先行項目リンクは、現在の項目が十分な状態にあると見なし得る前に十分な状
態であるべき準備完了項目２２７を示す。例として、準備完了項目２２７は、建築現場に
おける装置を所有することに対応する。先行項目は、装置１台を購入するタスクを含む。



(10) JP 5582510 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

同様に、先行項目リンクは、準備完了を確立するための一連の項目における必要な項目と
みなされ得る準備完了項目２２７を示す。上記の例を続けると、この装置に対する先行項
目は、ある人を当該装置に割り当てるまたは当該人に対して装置の利用を訓練するための
タスクを含むこともあろう。先行項目はまたは後出項目がプラント属性に関して項目選択
規則を満たす準備完了項目属性２２９を有していない場合でも、先行－後出論理（ｐｒｅ
ｄｅｃｅｓｓｏｒ－ｓｕｃｃｅｓｓｏｒ　ｌｏｇｉｃ）を介してさらなる該当準備完了項
目２２７を特定できる。このような項目は、ともすればプラントと無関係のように見える
かもしれないが、先行－後出論理分析に基づいて、やはり該当するとみなされるだろう。
【００４２】
　特に注意すべきなのは、準備完了属性２２９は、準備完了コスト見積りを判断するため
の準備完了モデル内のモデリング項目２２７に関連した情報を含み得ることである。当然
ながら、モデリングパラメータは、項目２２７の性質およびその関連コストに基づいて、
数多くの異なる形式を取ることができよう。モデリングパラメータは、項目２２７に関連
したコスト測定基準（ｃｏｓｔ　ｍｅｔｒｉｃ）を表すために使用され得る１つ以上のア
ルゴリズムまたは式を含んでもよいだろう。上述の装置例において、コストの確立に該当
するモデリングパラメータは、装置取得のリードタイムと、使用単位時間あたりの、購入
価格、リスク、または安全測定基準についてのソース（ｓｏｕｒｃｅ）、または、コスト
見積りを判断するのに使用され得る他の種類の情報を含み得よう。本例をさらに拡張する
と、装置種類は、固有または重複して特定され得る。固有装置は、より高い準備完了コス
トを招き得るが、重複装置は、より低い準備完了コストであり得よう。
【００４３】
　包括的準備完了チェックリスト２２５は、プラント所有者の準備を整えるために必要と
されるような項目または活動のリストを含んで提供され得る。例えば、準備完了チェック
リストは、保守管理準備完了、運転準備完了、システム準備完了、組織的準備完了、支援
準備完了、サプライチェーン準備完了、リスクおよび所有者準備完了検査、または他の種
類の準備完了に関連する項目を含み得よう。開示された技術に従って動作するように適合
され得る既知のシステムとして、ＦＬＵＯＲ（登録商標）ＵｐＦＲＯＮＴ（役務商標）運
転準備完了および開始支援サービスが含まれる。
【００４４】
　図３において、モデルデータベース３３０は、１つ以上の準備完了モデル３３５を、好
ましくはプロジェクトに依存しない方法で保存するように構成される。システム内の他の
オブジェクトと同様に、準備完了モデル３３５は、モデル属性３３６によって示されるよ
うな属性も備え得る。モデル３３５は、１つ以上の準備完了コスト見積りを作成するよう
に構成された様々な種類のアプリケーションを含み得る。モデルの例には、スプレッドシ
ート、モデリングプログラム、シミュレーション、またはモンテカルロアプリケーション
さえも含まれる。
【００４５】
　準備完了モデル３３５は、モデルが該当すると見なされる状況に関する情報を提供する
１つ以上のモデル属性３３６を備える。同様に、準備完了モデル３３５は、プラント属性
と準備完了モデル属性３３６との比較に基づいて、プロジェクトに該当すると特定され得
る。典型的には、モデル属性３３６は、チェックリスト属性、準備完了項目属性、または
他のより詳細なレベル属性よりも高レベルグローバルな見方を有する。例えば、モデル属
性３３６は、モデルが該当すると見なされる準備完了の場合または管轄についてのコスト
測定基準すべてを含み得る。それでもなお、モデル属性３３６は、資産レベルまでもとい
った、より詳細なレベルを含み得るとも考えられる。ある実施形態においては、モデル属
性３３６は、数多くの別個のプロジェクトに該当するというよりも、特定のプロジェクト
所有者またはプロジェクトの他の特定の局面についてモデル３３５が該当するにすぎない
ことを示すことができよう。
【００４６】
　モデル３３５は、準備完了コスト見積りを導き出すために、システムの他のコンポーネ



(11) JP 5582510 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

ントからの様々な情報を組み合わせて使用される。該当準備完了モデル３３５は、該当す
るチェックリスト項目、準備完了項目属性、またはプラント属性と合わせて、プラント用
の準備完了モデルを開発することができる。モデル３３５がスプレッドシートを備える実
施形態においては、準備完了項目属性およびプラント属性から得られる情報は、スプレッ
ドシートに入力されて、１つ以上の該当コスト測定基準を作成する。モデル３３５がシミ
ュレーションを備える実施形態においては、シミュレーションは、様々な属性に従って構
成され得る。その後、シミュレーションは実行されて、コスト測定基準を判断することが
できる。コスト測定基準は、時間、装置、材料の量、品質、リスク、安全性、職員、また
は他の定量化可能な要因に基づいて行われてもよい。
【００４７】
　準備完了モデル３３５は、過去の経験に基づいて構築され得る。例えば、準備完了モデ
ル３３５は、現在検討中のプラントの建設以前に設立されたアプリオリモデルを備え得る
。アプリオリモデルは、過去の建設プロジェクトに基づいてプラント所有者に対して準備
を整えさせることについて学んだ教えを具現化している。分析エンジンが１つ以上の準備
完了モデル３３５を使用しようと求めた場合、選択されたモデルは、アプリオリモデル、
新規作成モデル、またはモデルデータベース３３０内の他のモデル３３５のうちの１つで
あり得る。
【００４８】
　準備完了モデル３３５は、少なくとも１つの導出されたコスト測定基準を備える１つ以
上の準備完了コスト見積りを作成するように構成される。プロジェクトに関係するとみな
される該当チェックリスト項目の多くは、準備完了に対して十分な状態でない場合がある
ことを覚えておくべきである。したがって、準備完了コスト見積りまたはコスト測定基準
は、確定的な値を有さない場合があろう。
【００４９】
　固有数・重複量も判断でき、これらはモデルにロードされる。一般的に、固有項目は、
設計のための追加の時間（例えば、高い準備完了コスト）が必要となるのに対し、重複項
目はそれらに関連した設計のために多くの時間を必要としない（例えば、低準備完了コス
ト）だろう。これらは、見積もられた準備完了コストに影響を与えることになろう。
【００５０】
　準備完了モデル３３５は、モンテカルロ環境におけるのと同様の回数、シミュレーショ
ンとして実行されて、コスト測定基準上の広がり（ｓｐｒｅａｄ）を判断することができ
る。異なる入力パラメータを有するシミュレーションを複数回実行すれば、準備完了コス
ト見積りおよびコスト測定基準に信頼を与えることができる。ある人がタスク（すなわち
、該当準備完了アイテム）を割り当てられた例を考える。タスクを割り当てられた第１の
人は、コスト測定基準を増加させるが、第２の異なる人がタスクを割り当てられると、コ
スト測定基準は減少するかもしれない。準備完了モデル３３５を利用して、準備完了コス
ト見積りにおける広がりを判断することができる。
【００５１】
　シミュレーションを複数回実行すると、適切な準備完了の達成に関する統計を構築する
ことができることを理解すべきである。本発明の主題は、この統計を使用して所望の準備
完了を達成する尤度を生成することを含むものと見なされる。加えて、入力属性（例えば
、職員がタスクに割り当てられたこと、利用可能な装置等）を変化させて該当する準備完
了モデル３３５にすることも、準備完了コスト見積りに関連した１つ以上のコスト測定基
準を最適化することを提供する。入力属性は様々なので、所有者は、どのように時間、金
銭、努力、装置を節約するか、またはさらにリスクを減少するのが最良かを判断すること
ができる。例えば、モデル３３５は、装置種類（例えば、固有、重複等）に対応する（ａ
ｃｃｏｍｍｏｄａｔｅ）ように調整することができよう。
【００５２】
　職員属性を変化させる方法の１つとして、特定のスキル測定基準または能力を有する既
知の職員を有する責任マトリックスの使用が挙げられる。分析エンジンは、マトリックス
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を調査して他の個人をタスク、装置、または他のチェックリスト項目に割り当てることが
できるかどうかを判断することによって、リソース割り当てを変更することができる。個
人が一連の適切なスキルまたは能力（すなわち、属性）を有していれば、その個人は、よ
り効率的でない個人との適切な交換要員となり得よう。
【００５３】
　準備完了モデル３３５は、準備完了を達成するためのシミュレーションとして利用され
得ることを考慮すると、準備完了モデル３３５は、準備完了プランを作成するために利用
され得ることも理解すべきである。おそらくはコスト測定基準の最適化を含む、望ましい
準備完了コスト見積りが完了すると、準備完了モデル３３５を使用して、チェックリスト
項目、割り当てられたリソース、リンクされた項目（例えばリンクチェックリストタスク
、先行、後出等）、または適切な準備完了をどのように達成するかを略述する他の情報を
有する推奨準備完了プランを出力することができる。さらに、推奨準備完了プランは、成
功の尤度、項目化されたコスト測定基準、項目化されたリスク要因、またはプラント所有
者に有用な他の情報をも含み得る。
【００５４】
　図４において、方法４００は、準備完了コスト見積りを作成するための可能な方法を示
す。方法４００は、上述の様々な要素がいかに相互に作用して、１つ以上の準備完了コス
ト見積りを生み出すかを略述する。
【００５５】
　ステップ４１０は、１つ以上の準備完了チェックリストを保存する準備完了チェックリ
ストデータベースへのアクセスを提供することを含む。チェックリストは、追加、削除、
更新、またはそうでなければ、時間の経過、または、過去の建設プロジェクトから所有者
に対して準備を整えさせることを通じて教えを学ぶにつれて修正することができる、生き
た（ｌｉｖｉｎｇ）書類と見なされる。より好ましい実施形態において、チェックリスト
は、プロジェクトに依存しないやり方で保存される。例えば、チェックリストは、ＸＭＬ
データ構造として保存され得るだろう。各チェックリストは、チェックリスト属性を含む
ことができ、準備完了項目属性を同様に有する１つ以上の準備完了チェックリスト項目を
含むことができる。上述したように、システム内の様々なデータオブジェクトは、オブジ
ェクトが１つ以上の選択規則（例えば、ブール論理、プログラマティック命令、相互関係
等）に従って互いに容易に比較し合えるよう、一般的な名前空間に準拠した属性を有し得
る。
【００５６】
　ステップ４１０は、１つ以上の準備完了モデルを保存する準備完了モデルデータベース
へのアクセスを提供することを含む。準備完了モデルは、システムの他のオブジェクトと
同様に、属性によって特定されることもできる。準備完了モデルは、単純なスプレッドシ
ートから、準備完了の場合のシミュレーションを表す複雑な命令の組、またはさらにはモ
ンテカルロアプリケーションまでおよぶことがある。
【００５７】
　ステップ４３０は、チェックリストデータベースおよびモデルデータベースと通信可能
に結合し得る準備完了分析エンジンへのアクセスを提供することを含む。ユーザは、おそ
らくはネットワーク（例えば、インターネット）上に提示された１つ以上のユーザインタ
ーフェースを介して、準備完了分析エンジンにアクセスすることができる。ある実施形態
においては、ユーザは、分析エンジン内部のＨＴＴＰサーバによって供給されたウェブペ
ージを介して準備完了分析エンジンにアクセスすることができる。他の実施形態において
は、ユーザに対してローカルに実行している１つ以上のソフトウェアアプリケーションを
通じてアクセスすることができる。
【００５８】
　ステップ４４０は、プラントに関連したプラント属性を受信することを含む。例えば、
ユーザ、おそらくは内容領域専門家は、プロジェクト特定情報がプラント属性という形式
で提示される分析エンジンに、プロジェクト特定情報を入力することができる。上述した
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ように、プラント属性は、１組の属性がおそらくは異なるオブジェクト上での他の１組の
属性と容易に比較できるように、一般的な名前空間に正規化され得る。プラント属性は、
１つ以上の設計ツールから自動的に取得され得る。例えば、分析エンジンは、３Ｄモデリ
ングツールに結合されて、幾何学属性、パーツリスト、装置記述（例えば、固有、重複、
既成品等）または他の属性を取得することができる。
【００５９】
　ステップ４５０において、分析エンジンは、プラント属性を使用して、チェックリスト
データベースに保存されたチェックリストから該当準備完了項目を特定することができる
。該当項目を特定することは、プラント属性をチェックリスト属性またはチェックリスト
項目属性と比較することを含む。分析エンジンが、チェックリスト項目がプラント属性に
関する比較選択基準を満たすことを見つけた場合、チェックリスト項目は準備完了コスト
見積りを見積もるために使用される、該当チェックリスト項目と見なされることになる。
加えて、ステップ４５５において、分析エンジンは、該当チェックリスト項目内の先行－
後出論理に従って先行または後出リンクをたどり、追加の該当チェックリスト項目を特定
することができる。
【００６０】
　ステップ４６０は、ステップ４５０と同様に、準備完了モデルデータベースから該当準
備完了モデルを特定することを含み得る。分析エンジンは、プラント属性を、様々な準備
完了モデルに関連する属性と比較することができる。この比較が満足の行く結果を生じる
場合、準備完了モデルは、現在のプラント建築プロジェクトに該当するものと見なされる
。
【００６１】
　ステップ４７０は、該当準備完了モデルを該当準備完了項目に適用することを含む。分
析エンジンは、該当準備完了項目から、その属性情報を含む情報を取得して、その情報を
該当準備完了モデルに入力する。例えば、モデルは、項目のタスクの属性から取得可能な
タスクを完了するための推定時間フレームを必要とする場合がある。推定時間フレームは
、モデルのパラメータとしてモデルに入力することができる。モデルは、その後、推定時
間フレームを、必要に応じてタスクが割り当てられた職員に関連した１つ以上の倍率で調
整することができよう。モデルは、数多くの時間フレームを組み合わせて、最終の推定時
間フレーム（すなわち、推定コスト測定基準）を作成して準備完了を完成させることがで
きる。そのような取り組みは、スプレッドシートアプリケーションを使用して達成するこ
とができる。
【００６２】
　ある実施形態においては、ステップ４７５は、準備完了プランの１つ以上のシミュレー
ションを実行することを含み得る。準備完了プランは、準備完了を達成するのに十分な状
態であるべき該当チェックリスト項目を項目化することによって、モデルから作成可能で
ある。さらに、分析エンジンは、プランがシミュレーション用に充分に具体化されるよう
に、職員、装置、または他のリソースを各項目に割り当てることができる。シミュレーシ
ョンは、複数回実行されて、準備完了達成に関連した統計を導き出す事ができる。
【００６３】
　準備完了プランは、１つ以上の準備完了要件を含み得る。準備完了要件の例としては、
リスク管理、訓練、運転手順、人材プランニング、雇用者訓練、保守管理手順、予備品プ
ランニング、サプライチェーン活動、企業Ｉ／Ｔシステム、規制順守、コミッショニング
、準備完了レビュー、処理認可等が挙げられる。
【００６４】
　ステップ４８０は、モデルに基づいて見積もられた準備完了コストを作成することを含
み得る。上述したように、準備完了コスト見積りは、様々な方法を通じてモデルから生成
することができる。ある実施形態においては、モデルは、式またはアルゴリズムをプラン
ト属性または該当チェックリスト属性に適用することから計算される１つ以上のコスト測
定基準に基づいて見積もられる準備完了コストを生成する。より複雑な実施形態において
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は、モデルは、コスト測定基準を生み出すシミュレーションを表す。例えば、分析エンジ
ンは、属性が固定値を有しないことを前提に、属性値が変化することを許容し、おそらく
はモンテカルロアプリケーション内において、モデルシミュレーションを複数回実行する
ことができる。入力パラメータを該当モデルに変化させることによって、分析エンジンは
、コスト見積りまたはコスト測定基準が十分な分散を有するかどうかを判断することがで
きる。
【００６５】
　実際、ステップ４８５は、コスト測定基準に対して準備完了プランを最適化することを
含み得る。分析エンジンはモデルの入力パラメータを変化させると、結果生じる準備完了
コスト見積りも恐らく変化する。よって、分析エンジンを使用して、最適化されたコスト
測定基準を生み出す可変属性値を求めることによって準備完了プランを最適化することが
できる。コスト測定基準の最適化は、金銭、時間、努力、リスク、安全、装置、材料、ま
たは他の種類の測定基準のようなコスト測定基準値を増加／減少させ得る。
【００６６】
　ステップ４９０は、準備完了コスト見積りを提示することを含む。コスト見積りを提示
することは、様々な該当チェックリスト項目、コスト測定基準、推奨準備完了プラン、ま
たは他の情報の項目化されたリストを備えるレポートを表すように、遠隔コンピュータを
構成することを含み得る。ある実施形態においては、準備完了コスト見積りは、ユーザが
制御または対話してコスト見積りの範囲を判断することができる対話型アプリケーション
として構築され得る。好ましくは、プラント所有者は、提示されたコスト見積りを使用し
て、１つ以上の建設局面の準備完了をいかに達成すべきか、またはそのプラントを引き継
ぐかを判断することができる。
【００６７】
　開示された技術については、数多くの利点がある。開示された処理は、柔軟性があり、
モジュール化されている。過去の経験を利用することで、クライアントの目的にあったコ
スト見積りを作成するように、適合する準備完了プランを即座に確立できる。
【００６８】
　コスト見積りは、新規のプラント所有者による再検討または予算目的のための主要な活
動によって組織化され得る。例えば、コスト見積りは、活動、装置、人材、時間、または
他の種類のコストに項目化され得る。見積りは、保守管理、サプライチェーン、支援、シ
ステム、または他の種類の準備完了といった準備完了の種類によっても項目化され得る。
【００６９】
　開示されたシステムは、幅広い範囲の業界および異なる種類の新規生産施設のために使
用することができるであろうことが意図されている。例えば、開示された分析エンジンお
よび技術は、代替の設計コストを評価するために設計者を助ける人工知能工学設計アプリ
ケーションとして有用であろう。これは、企業が運転準備完了に備えるコストを削減して
新規プラントの寿命サイクルコストを最適化する設計構成を選択するために、使用するこ
とができる。
【００７０】
　また、プラント建設前または建設中に、準備完了コスト見積りまたは準備完了プランを
作成できることも理解すべきである。このような取り組みは、プラント所有者が正確な情
報を適時有して、プラント開発に関する堅実な決定を行うことを保証するものである。
【００７１】
　個人が代替の設計を評価できたり、決定間の差分コストについて理解できたりする決定
支援システムなどの技術を、様々な産業は利用することができるだろう。
【００７２】
　既に述べた以外のさらに多くの変形が、本明細書における本発明の概念から逸脱せずに
可能であることは、当業者にとって自明であろう。したがって、発明の主題は、添付の請
求項の範囲以外には制限されない。さらに、本明細書および請求項の両者を解釈する際に
、すべての用語は、文脈と矛盾のないような、可能な限り最も広いやり方で解釈されるべ
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きである。特に、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」および「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉ
ｎｇ）」という用語は、要素、構成要素、またはステップを非排他的な方法で述べている
ものと解釈されるべきであり、参照された要素、構成要素、またはステップは、明示的に
参照されてない他の要素、構成要素、またはステップと共に提示または利用または組み合
わされてもよい。本明細書がＡ、Ｂ、Ｃ…Ｎからなる群から選択されたもののうち少なく
とも１つについて主張言及する場合には、本文は、ＡとＮとを加えたものまたはＢとＮと
加えたものではなく、当該群から１つの要素だけを要するものとして解釈されるべきであ
る。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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